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インクルーシブデザインアイデアソン2022

Workshopの目的
①インクルーシブデザインを理解する（座学）

②実際にプロセスを体験する（アイデアソン）

③異業種メンバーと共有する（プレゼンテーション）

④自社へ持ち帰る（報告書）

9月15、16、17日＠豊洲報告
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３６名参加

「多様性と継続性」



インクルーシブデザインアイデアソン2023
開催決定！本日から参加者募集
日程 2023年9月14日（木）〜16日（土）3日間
会場 東京芝浦工業大学豊洲キャンパス
定員 ３０名（先着順）

[過去の参加企業] 株式会社アイシン、コクヨ株式会社、株式会社コンセント、TOTO株式会社、
豊田合成株式会社、トヨタ自動車株式会社、トヨタ紡織株式会社、日産自動車株式会社、日本電気株式会社、日野自動車株式
会社、富士通株式会社、ブラザー工業株式会社、プラス株式会社、他



芝浦工業大学
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1.ウェアラブルをキーワードに多様性を尊重するインクルーシブデザイン
2.環境に配慮し持続可能なプロダクトを通じて新生活様式を次世代に引き継ぐ

テーマ：さあ街に出かけよう。ウェアラブルなインクルーシブデザイン

「COVID-19が収束に向かう中、以前とは違う新しい社会が生まれようとしています。
多様な人々が街に出かけ、出会いや交流を楽しめ心がHAPPY心になるデザインをしましょう」

https://getnews.jp/archives/998728 https://liginc.co.jp/web/matome-web/107423

ガジェット通信より LIGウエブサイトより

https://solit-japan.com

ソリット株式会社ウエブサイトより
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SOLIT紹介
私たちの野望、それは、多様な人も動植物も地球環境も、どれも誰も取り残さない「オール・インクルーシブ」な社会の実現です。「違い」もありのままに受け入れ、
健全に共存できる社会を目指しています。
SOLITは、これらを実現するために立ち上がりました。必要なものを、必要な人に、必要な分だけ。この哲学と思想を胸に抱え、インクルージョンとサステナビリティ、
さらには経済性と社会性を共に手にとる企業でありたいと願います。
また、企業や団体や自治体がともに立ち上がり、人・もの・金が循環する「経済圏」を実現することにより、持続的にその社会が広まることを目指します。そしてその
未来を実現するには、私たちだけでは力が及びません。だから、ともに立ち上がる仲間を探しています。

藤木武史

２０２３年は製品化に挑戦する

https://incl-design.net/ideathon2023-info
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